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研究成果の概要（和文）：本研究では，自治体の情報公開制度を通じて市民が必要とする情報をデータベース化
し，自治体横断的な比較を可能にしました．また，国会の審議映像を音声認識によって発言から検索し，発言の
部分再生を世界に先駆けて実現するとともに，会議録に残らない審議の実態を映像情報から分析できるようにし
ました．これらデータベースを学術的・社会的な共有財産として公開し，英文入力の自動翻訳によって政策情報
の国際的発信に寄与しました．

研究成果の概要（英文）：First, we created a database of administrative information citizens 
requested through the disclosure system and made it comparable across local governments. Second, we 
developed the world’s first video retrieval system for parliamentary deliberations by utilizing the
 latest sound recognition techniques. Using our video retrieval system, we can pinpoint and 
partially play the moment of interest by keyword search. Departing from the academic tradition of 
focusing on text information, we analyzed sound and visual information using the Diet videos and 
shed new lights on the dimension of parliamentary deliberations that does not remain in the minutes.
 Lastly, by making these databases open to the public as academic and social assets and enabling 
automatic translation of English inputs, we contributed to improving the international accessibility
 of policy information in Japan.

研究分野：社会科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究を通じて，自治体共通に開示請求される行政情報が明らかとなり，自治体の自主的な情報公開と市民によ
る効率的な開示請求が促進されます．また，国会の審議映像と会議録を結び付けることによって，映像検索だけ
でなく，字幕付与やインターネット共有を容易にし，情報弱者の立法情報へのアクセスを改善しています．会議
録と音声を比較し，映像情報も分析することにより，文字に依存した研究を脱し，新たな研究領域を開拓しまし
た．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
日本における行政情報の公開は進展していますが，情報公開法は行政機関を対象とするもの
で，国会は対象外です．政策情報の公開・発信は行政情報に偏り，立法情報の公開，国際的な情
報発信も課題です．本研究では，誰しもが必要な政策情報を効率的に入手し，政策判断に活用で
きるようにするという問題意識から，政策情報の公開・発信に取り組むこととしました． 

 
２．研究の目的 
(1) 行政情報はどのように利用されているのか？ 
市民はいかなる行政情報を必要としているのだろうか．情報公開制度を通じて提供されるべ
き情報と請求されずとも公開すべき情報があるのではないだろうか．本研究では，自治体に対す
る行政情報の開示請求案件データベースを構築し，自治体間の比較や時系列的な分析を行うと
ともに，そうした情報公開データベースを一般公開します． 

 
(2) 立法情報はどのように利用されているのか？ 
国会で起きていることが全て会議録に残るわけではありません．本研究では，インターネット
で国会図書館の提供する会議録と衆参両院事務局の配信する審議映像動画をリンクさせ，発言
のキーワード検索から審議映像をピンポイントで部分再生できるようにします．国会の審議映
像を革新的に利用し易くし，視聴覚に支障がある場合でも活用できるようにするとともに，自治
体横断的に地方議会に応用することも試みます． 

 
(3) 政策情報をいかに国際的に発信していくのか？  
本研究では，諸外国の議会における情報発信を調査するとともに，（1）（2）のデータベースに
自動翻訳による英文入力検索を導入し，政策情報の国際的な発信を向上させます． 

 
３．研究の方法 
(1) 行政情報の利用 
情報公開開示請求データベースの改善・拡張を通じて，自治体において開示請求される行政情
報を把握し，視覚的な分析機能も開発します．これにより，自治体関係者や一般市民が開示請求
された行政情報の案件名を共有し，自治体関係者の開示請求案件処理を効率化するとともに，一
般市民による開示請求手続きの簡略化を目指します．  

 
(2) 立法情報の利用 
国会審議映像検索システムを運用・機能拡張するとともに，国会審議に関して文字・音声・
映像を包括的に把握することを試みます．音声認識による文字と映像を同期する技術を地方議
会などにも応用するとともに，会議録と音声を結びつけることで映像に字幕を付し，視覚的情
報が政策的理解に及ぼす影響を解明します． 

 
(3) 政策情報の国際的発信 
情報公開開示請求と国会審議映像のデータベースに英文入力を自動翻訳する機能を導入・一
般公開します．また，外国議会や国際機関における情報発信を調査するとともに，本研究の成
果を学会や学術誌において発表します． 

  
４．研究成果 
(1) 情報公開開示請求データベース 
自治体における情報公開制度の活用状況を解明するため，インターネット上で「情報公開開示
請求データベースシステム」を開発・一般公開しています．このデータベースは，開示請求内容
を自治体間で比較し，各自治体の特性と請求内容との関連を解明するとともに，自治体関係者や
一般市民が情報公開制度の活用状況を共有することを目指しています．  
具体的には，自治体の基本情報，請求部
課情報，請求案件情報をデータベース化す
ることにより，キーワードで開示請求案件
を検索し，地理情報から案件を地図上にマ
ッピングすることも可能です．自治体毎に
請求案件を集計するだけでなく，複数の自
治体を選択し，簡単に比較・図示する機能
も備えています．また，開示請求案件名を
テキスト・データとして単語の頻度や共起
関係を視覚的に把握することも可能です．  
まず人口動態的，社会経済的に比較可能



な自治体を分析対象として取り上げ，各自治体が整理している「情報公開開示請求内容一覧」の
1～5 年分のデータを利用し，入力システム，データ表示，出力システムを開発しました．東京
都 23区のいくつかの区に武蔵野市，さいたま市，藤沢市などを追加することから始め，現時点
では 25 都府県（59 自治体）について総数 17 万 5,287 件の情報公開開示請求案件をデータベー
ス化しています．  
近隣自治体にデータベースの運用状況を報告するとともに，自治体による情報公開制度の運
用状況，開示請求データベースの利用方法についてヒアリングを実施しました．当初は統合的な
情報公開開示請求データベースに拡張していくため，自治体担当者側の処理を規格化し，多元的
な入力システムのソフトウェア開発を検討していました．ただし，庁内における情報公開請求の
処理業務，庁内関係部署への文書有無の確認でさえ紙ベースであることが多く，自治体担当者が
請求者名など個人情報に関する部分をデータベースに取り込まないよう識別できるプログラム
を開発する必要があり，自治体担当者にソフトウェアを提供し，多元的な入力システムを開発す
るということは時期尚早であると判断せざるを得ませんでした． 

2017年度以降，システム管理者側の一元
的な入力システム構築・改善に専念し，イ
ンターネットや印刷物で入手し得る開示
請求情報の収集，入力作業の効率化を図る
とともに，データベースの大規模化に対応
する処理速度の向上，テキスト分析におけ
る形態素解析の改良，分析例のスライドシ
ョー化，案件名のテキスト分析によるワー
ドクラウドやクラスタリング機能を開発
し，データ表示や視覚的な分析機能の拡張
を進めることによって，情報公開開示請求
データベースの有用性・利便性の向上を目
指しました．  

 
(2) 国会審議映像検索システム 
国会審議に関する文字・音声・映像を包
括的に把握するため，議員の発言内容に対
応する審議映像を検索し，審議映像の部分
的視聴を可能にする「国会審議映像検索シ
ステム」を開発・一般公開しています． 
衆参両院事務局は国会審議映像をイン
ターネットで提供し，一般国民も国会審議
をいつでも視聴することができますが，事
務局のサイトでは会議名や発言者，審議議
題による検索が可能であるに過ぎません．
仮に視聴したい審議動画を見つけたとし
ても，動画を最初から再生しなければなら
ず，関心のある発言や議論に関する部分だ
けを見ることはできません．国会事務局は
紙媒体の会議録を公的な記録と捉えてお
り，審議動画を配信しながらも，それらに
字幕を付していません． 
国会審議映像検索システムは，国会図書
館のインターネットで提供する会議録が
キーワード検索できるように，会議録から
発言に対応する映像にピンポイントで到
達することを可能にしようとするもので
す．審議映像に字幕を付すことで，視聴覚
に支障がある場合でも審議映像を利用す
ることが可能となります． 
国会の音声認識による会議録作成は世
界的に注目されており，音声認識を活用し
た審議映像の発言内容による検索は世界
に先駆けた取り組みです．キーワード検索
に加えて，発言，会議，議員，議案のいず
れかを検索オプションとして選択できる
ようにしています．例えば，検索オプショ
ンを選択しない場合，「気候変動 安全保
障」と入力すると，誰かの発言中の「気候
変動」と「安全保障」が単純に検索されま



すが，検索オプションで「議員」を選んだ場合，議員情報と併せて検索結果が議員毎に表示され
ます．また，映像再生ページの下部には，発言者のプロフィールや議案情報も表示されるように
変更しています． 
会議録を登録するには，会議録公開までの期間を待たねばならず，映像の URL表記によって

SNS 共有やインターネットのニュース配信と連動させるうえで速報性に課題がありました．映
像検索システムでは，会議録公開を待たず，音声認識による未確定会議録を登録・検索を可能に
し，事務局サイトでの映像公開と同時に映像再生をできるよう登録処理を改善しました．これに
より，発言の瞬間映像を URL表記する利点を生かし，インターネットで配信されるニュースに
該当する審議映像 URLをツイートし，ニュース配信を視覚的に補完することが可能です．URL
表記を発言 IDから映像の時分秒に変更し，再生の開始と終了を指定できるようにし，SNSで共
有した URLが会議録情報を更新しても有効であり続けるように改善しています． 
音声認識と会議録登録の完全自動化は，当初の予定より前倒しで 2017年度に実現しています．
具体的には，(1)公開された審議映像を自動的に検出し，(2)音声データを抽出し，音声認識版の
字幕データを自動的に作成します．(3)音声認識システムを政策研究大学院大学で独自に稼働す
るようにし，(4)公開と同時に審議映像を再生し，音声認識版会議録を自動的に登録することを
可能にしました．一連の処理の最終段階では，(5)国会図書館の確定版会議録を自動的に検出し，
映像検索システムに自動的に登録します．音声認識と会議登録の完全自動化は 2018年度の通常
国会末に実装確認を行い，10月の臨時国会から本格運用されています． 
これにより，機械学習による顔識別機能の開発にも取り組むことが出来ています．音声認識・
顔識別版による審議映像検索までは，視聴ページでの動画再生エリア上部に示す会議名にその
旨記し，字幕付与は停止しています．顔識別は 2020年から実装していますが，新型コロナの感
染拡大防止のため議員がマスクを着用しており，本来の顔識別の精度は実現できていません． 
国会審議には会議録に含まれない様々な情報があります．例えば，委員会審議で頻繁に用いら
れる参考資料は，国会審議の要点を示す視覚的情報であることが多く，カメラの寄った審議映像
が残っていれば，内容を確認することもできます．映像検索システムでは，キーワード検索とパ
ターン認識を組み合わせ，こうしたパネルなどを自動的に抽出する機能を開発し，サムネイル画
像の一覧表示とともに，文字認識による参考資料のデータベース化も実現しています．検索トッ
プページにフリップ一覧を検索オプションとして追加し，パネルの中身も検索可能とし，該当箇
所の映像も瞬時に再生できます． 
会議録は発言を 100％再現しているわけではありません．発言中に句読点を口にするわけでも
なく，書き言葉に直す整文が行われています．映像検索システムでは，音声認識によって審議映
像と会議録を同期しており，発言に 100%忠実な音声認識版と，整文後の確定版の二つの会議録
を利用しています．後者は単純な「ケバ」
取りや句読点の追加に加えて，会議の性質
によって実際の発言とは異なるものとな
ります．一方，前者は音声認識から技術的
に抽出された文字情報ですが，ヤジや不規
則発言といった録音環境，発言者個人の声
音や特徴によって異なるものとなります．
会議録と音声の相違を体系的に分析する
ことで，会議録には残らない審議の「熱量」
といった非文字情報も分析することがで
きます．  
さらに，音声や映像を分析対象とするこ
とによって，国会審議の空間的，時間的な
広がりを研究領域として開拓することが
可能となります．例えば，議員の表情から
感情の起伏も分析することができます．ま
た，審議の盛り上がりや白熱しているかと
いったことから，議論の展開や成り行きを
左右する発言を絞り込むことにより，審議
の要約やハイライトを自動的に選別する
ことも可能になります． 
こうした試みとして，当初の予定に加え
て，一般公開している視聴ページにおいて
会議録の分析機能を開発しています．視聴
ページ右の最上段のタグをクリックする
と，自動抽出されたパネルの一覧を確認で
き，パネルの画像をクリックすると，審議
映像がパネルを写している瞬間に切り替
わります．上から二つ目のタグをクリック
すると，10分間隔で抽出したキーワード一
覧を示し，審議の流れもキーワードで確認



できます．三つ目のタグをクリックする
と，会議録を 1割に集約した自動要約が示
され，四つ目のタグをクリックすると，ワ
ードクラウドによる会議録のテキスト分
析が表示されます．最下段のタグをクリッ
クすると，議長や委員長の定型的な発言を
自動的に検索した結果が表示され，それら
をクリックすると，審議映像が切り替わ
り，議事進行に応じて審議の状態を確認す
ることができます． 
文字情報と映像情報で国会審議に対す
る理解が異なるのかという実験も映像検索システムの活用方法です．首相の施政方針演説に対
する代表質問を題材とした学生アンケートに拠れば，文字と映像で発言者に対する認識が異な
り，文字のほうが与野党の態度が違うと捉えることが判明しています．  
国会審議映像検索システムでは，音声認識と会議登録の完全自動化により，衆参両院とも新た
な会議は随時登録されます．衆議院事務局が配信している全ての本会議，委員会（2010年 174回
国会以降）を検索対象とする処理は完了し，参議院については映像配信が過去 1年間に限定され
ていますが，2012年 12月の第 182回国会以降は全てが検索対象として登録済みです．  
こうした映像と文字を音声認識によっ
て同期する技術は異なる会議体にも応用
できます．日本の自治体議会を横断的に対
象とする「地方議会審議映像検索システ
ム」を試行的に運用し，2017年 4月には一
般公開も始めています．これまでに 76 の
自治体議会，2,463の会議録・審議映像を登
録し，審議映像の検索・視聴を可能にして
います．また，多くの自治体が YouTubeを
活用するようになっていることから，そう
した審議動画の自動登録機能を開発し，対
象自治体の拡充を目指しています． 

 
(3) 国際的情報発信・海外議会調査 
国会審議映像検索システムでは，自動翻訳機能を活用した英文入力による検索インターフェ
ースを 2014年に導入済みです．また，2017年には同様の英文入力機能を情報公開開示請求デー
タベースと地方議会審議映像検索システムにも応用しています． 
会議録作成や審議映像配信には各国の特徴的な取り組みがあります．例えば，カナダは二言語
環境から音声認識が活用される一方，たとえ政治的に不適切な発言でも削除することを認めな
いという会議録作成の運用をしています．また，オランダでは本会議でも委員会のような討論型
審議がなされることから速タイプを ITに統合する会議録作成システムが構築され，イタリアで
は不規則発言を発言者が不明でも可能な限り会議録に残すという運用をしています．また，全面
的な字幕付与はニュージーランドのように YouTube を利用している場合に限られています．こ
のように審議の実態と会議録の関係は各国の言語環境，審議形態，歴史や制度によって異なって
います．本研究では，審議映像と会議録を結び付け，審議映像検索システムの開発・公開に努め
るとともに，世界的に類例のない音声認識による字幕付与，会議録との同期に取り組んでいます． 
研究成果は，速記の国際学会 Interstenoで
紹介されています（E-News 73, April 2016）．
また，科研費 NEWS 2017 Vol.4 でも「映像
情報を用いた議会研究の核心と挑戦」，議
会の国際組織である列国議会同盟（IPU）の
Innovation Tracker（Issue 4, 2020/2/12） にお
いて AI を活用した審議映像検索の先進的
事例として紹介されています． 
審議映像検索は言語研究においても活
用されています．例えば，松田（2016）に
拠れば，「場合」を「ばあい」と読むか，「ば
わい」，「ばやい」と読むかを判別する研究に貢献しています． 
海外議会調査を通じて議会事務局関係者と交流し，ネットワークを構築していることは，本研
究の国際的な成果発信だけでなく，研究自体を国際化する基盤となっています．多くの国際学会
での成果発表に加え，2019 年の欧州政治研究学会議会部門会議（ライデン）では，議会事務局
関係者によるパネルを企画し，議会事務局関係者による研究報告を行っています． 
＜引用文献＞ 
松田謙次郎，大正～昭和戦前期の SP盤演説レコードにおける「場合」の読みについて，国立国
語研究所論集，11号，2016，63 – 81． 
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